
第46回大会〕 フォーラム：高齢者の健康と生きがいをめぐる今日的課題

５月22日（日）Ａ会場　午後2 :00～5 :00

2Ap－1 高齢者に意義ある生活をもたらす要因に関する事例的研究
第一報　米国ワシントンにおける調査

十文字学園女短大　○古松　弥生　　横田　京　　宮城　道子

　目的　活力ある高齢社会とは，「高齢者自身も積極的生活態度を持っていきいきと生き

る社会である」という観点から，社会的環境の異なる地域における事例研究のひとつとし

て第一報では米国を選んだ。公的福祉の基盤が弱いとされる米国において，積極的な生活
態度を持って生きる高齢者の，主体的な生活対応による要因，および高齢者を取りまく地

域社会環境による要因の両面から「高齢者にとって意義ある生活をもたらすものは何か」
のてがかりを得る事を目的にして検討する。

　方法　1993年11月，米国ワシントンにある２つの組織「（ＡＡＲＰ）全米退職者協会」

および「（ＩＯＮＡ）高齢者の自立と機会の為のネットワーク」を訪問し，高齢者の組織
活動を調査した。さらに組織に所属’し，積極的生活態度を持つと思われる個人（65～90歳

の女性5 名,男性2 名）に生活歴や現在の生活に関する質問を行った。

　結果　調査事例に共通する事で「高齢者にとって意義ある生活をもたらすものは何か」
のてがかりになると思われる事は次の様な事である。日常生活・経済生活ともに自立して

いる。無病息災またはー病息災。孤独ではなく人との交流が豊かにある。社会参加をして
いる。「人の役にたつことをする」をMOTTOとしボランティア活動などをしている。自分

が人びとの生活に役だっているという意識を持っている。生活態度は明るく前向きで積極
的に行動する。新しいことに挑戦する意欲がある。これからしたいことが沢山ある。イン

テリアや服装のコーデｊネイトが好きである。 AARP,IONAが組織的に高齢者の自助努力と
相互助力のための支援を行っており，生きがいのある生活のための機会を用意している。

2Ap－2 高齢者に意義ある生活をもたらす要因に関する事例的研究
第二報　英国における調査

十文字学園女短大　○宮城道子　古松弥生　横田　京

　目的　第一報と同様の目的をもって，第二報では，英国における事例を報告する。積極

的かつ活動的な高齢者の生活歴および地域活動等から，「高齢者にとって意義ある生活」
をもたらす主体的要因を探る。

　方法　1993年８月，英国ヨーク市の老人ホーム入居者および近郊に居住する高齢者の面

接調査を行い，個人の生活歴および現在の生活に関する回答を得た。老人ホームにおける
回答者５人は，いずれも単身女性（未婚1 ･死別４）であり，年齢は75才以上であった。

これに対して，在宅の回答者は，いずれも夫婦２人暮らしをしている４カップルのうちの

７名であり，年齢は75才味満である。

　結果　今回の事例から，「高齢者にとって意義ある生活」を実現する主体的要因の手が

かりと考えられることは，次のとおりである。老人ホーム入居者に共通することは，日常
的介護の必要はなく，食事や清掃サービスを必要に応じて受けながらも，独立した生活を

送っていること。精神面でも，それぞれが自立した生活を望み，個人のプライバシーが尊

重されることに満足感を覚えている。また，入居希望者などの見学には入居者自身が案内
を行うなど，ホームに対する誇りや積極性がうかがえる。在宅者においては，夫婦共に引

退後の生活設計に早期に取り組み，夫婦単位の独立した生活を主体的に選択している。地
域の学習機会において，各自の人生経験を活かして教える側にもまわり，相互に学びあう
関係を創り出している。両者に共週することは，高齢者自身の自立を前提として，子供や

近隣居住者との人間関係を築いていることといえよう。
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